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はじめに

第29回水素エネルギー協会大会は、 2∞9年12月3""'4
日の二日間にわたり、タワーホール船堀(東京都江戸川

区)で開催された。本稿では、この大会の概要およひミ今

後の展望に関して述べることにする。

第29回水素エネルギー協会大会の概要

今回の大会における発表数は、両日併せて特別講演2

件、口頭発表31件、ポスター161牛で、あった。事務局調査

によると参加登録者数は178名にのぼり、全ての口頭発

表およびポスター発表に対しては、活発で率直な討論が

行われた。特別講演では、京都工芸繊維大学の陣内先生

から「ソフトマテリアル機能材料の3次元構造観察と解

析」、東京大学の高田先生から「エネルギ一変換型光触

媒の開発動向Jと題する最先端技術動向のご紹介があり、

参加者に感銘を与えた。

今回の大会に関わる数値を、過去5年間の大会と比較

をしてみた(表1)。

大会発表数および参加者数の推移。

2. 

表1.

大会 会期
特別 発表 参加 協 賛

講 演 数 者 数 会員9

25回 2∞5112114・15 2 50 182 29 
26回 2α:>&'12114・15 2 53 155 28 

27回 2∞7/121 6・7 4 40 180 36 
28回 2∞8/12111・12 3 62 207 30 
29回 2α刃1/1213・4 2 47 178 42 

1)水素エネルギー協会事務局による調査結果

2)参加者数の内数

協賛 :エネルギー ・資源学会、 (社)化学工学会、 (社)自

動車栃除、 (社)電気化学会、 (社)日本エネルギー学会、

(社)日本化学会、 (社) 日本機械学会、 (社)日本生物工

学会、 (社)石油学会

発表数および参加者数に関しては、従来の傾向と大差

ないが、協賛会員の参加は、増加しているよ うに思われ

る。水素エネルギーシステムが総合技術・工学システム

であることを勘案すると、協賛会員の参加数増大は好ま

しし、傾向である。大会が、関係者のハブ的な機能を果た

すことができれば、大会も一層意義深いものになると考

える。

3. 大会をめぐる外部要因と今後の展望

地球温暖化対応の世界的政治問題化が、今回の大会の

背景にあった。大会直前の11月11日には、国際エネルギ

ー機関但A)がWorldEr恐喝T0ut1∞kを公表し、脱炭素

技術の進展を呼びかけた。12月7""'19日にはコペンハー

ゲンで気候変動枠組条約第15回締約国会議 (COP15)が

開催されたが、京都議定書以降の枠組みに関して合意形

成ができず、地球温暖化をめぐる協議の厳しさが顕在化

した。

我が国の国家プロジェクトの成果を受けた産業界の積

極姿勢も大きな要因であり、家庭用燃料電池の市販開始

と燃料電池自動車の一般ユーザーへの普及を目指す意

向の発信にそれが現れている。

水素エネルギー協会大会が、上記の短中長期のシナリ

オ策定、技術開発および技術評価を軸とした産官学の交

流の場となることを期待している。

【大会風景 :口頭発表(上)、ポスター発表(下)】
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